
韓
国
の
教
育
の
情
報
化
は
、
日
本
の
文
部
科
学
省
に
当
た
る
「
教
 
 

育
科
学
技
術
部
」
 
（
旧
、
教
育
人
的
資
源
部
）
 
に
よ
っ
て
積
極
的
 
 

に
進
め
ら
れ
、
現
時
点
で
は
お
お
む
ね
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
て
 
 

い
る
。
そ
し
て
、
現
在
学
校
数
育
の
情
報
化
政
策
は
、
次
の
4
つ
 
 

の
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
1
に
、
公
教
育
の
質
を
高
め
、
学
校
数
育
の
質
的
水
準
を
高
 
 

め
る
H
C
T
活
用
教
授
・
学
習
支
援
体
系
の
構
築
と
活
性
化
で
あ
 
 

る
。
主
な
政
策
は
、
中
央
教
授
学
習
セ
ン
タ
ー
1
・
E
D
U
Z
E
T
2
 
 

構
築
・
運
営
、
全
国
教
育
情
報
共
有
体
制
の
構
築
、
教
育
用
コ
ン
 
 

テ
ン
ツ
の
開
発
・
普
及
事
業
で
あ
る
。
 
 
 

第
2
に
、
教
員
の
力
量
向
上
の
た
め
の
政
策
で
あ
り
、
そ
こ
に
 
 

1
．
は
じ
め
に
 
 

韓
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
H
C
T
教
育
の
現
状
 
 

－
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
の
分
析
を
通
し
て
ー
 
 

は
教
員
情
報
化
研
修
、
遠
隔
教
員
研
修
、
学
校
現
場
の
優
秀
事
例
 
 

の
発
掘
及
び
普
及
車
菜
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

第
3
に
、
学
校
図
書
館
情
報
化
、
教
育
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
高
度
 
 

化
、
教
育
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
営
な
ど
の
学
枚
数
育
 
 

の
知
識
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
拡
充
し
、
高
度
化
す
る
た
め
の
政
策
が
 
 

現
在
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
4
に
、
初
等
・
中
等
教
育
情
報
化
政
策
の
成
果
を
分
析
す
る
 
 

た
め
の
評
価
率
菜
が
進
め
ら
れ
、
そ
こ
に
は
教
育
情
報
化
指
標
の
 
 

開
発
・
水
準
測
定
、
教
育
情
報
化
事
業
評
価
な
ど
が
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
方
向
性
に
よ
る
と
、
韓
国
の
教
育
の
情
報
化
は
一
 
 

定
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
作
業
が
終
了
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
質
 
 

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
 
 

方
向
に
基
づ
い
て
、
「
学
校
革
新
と
教
育
機
会
拡
充
の
た
め
の
 
 

e
・
L
e
a
r
n
i
n
g
行
動
化
計
画
」
（
N
ロ
宗
）
 
が
進
行
中
で
あ
り
、
そ
こ
 
 

祓
 
承
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で
は
学
校
教
育
の
情
報
化
に
お
い
て
次
の
図
で
示
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
、
7
つ
の
推
進
課
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
7
つ
の
推
進
課
題
の
う
ち
、
「
1
．
教
育
課
程
改
編
 
 

を
通
し
た
e
↑
e
賀
n
i
n
g
活
用
度
引
き
上
げ
の
基
盤
構
築
」
に
焦
 
 

点
を
当
て
る
。
特
に
、
現
教
育
課
程
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
 
 

育
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
の
分
析
を
通
し
て
、
韓
国
の
学
校
数
 
 

育
に
お
け
る
H
C
T
教
育
の
現
状
を
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
 
 

た
め
に
、
次
の
3
つ
の
作
業
を
行
う
。
 
 
 

第
1
に
、
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
課
程
の
特
徴
を
捉
え
る
。
 
 
 

第
2
に
、
学
校
段
階
別
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
課
程
に
つ
い
て
 
 

検
討
す
る
。
 
 
 

第
3
に
、
学
校
段
階
別
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
課
程
が
、
コ
ン
 
 

ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
の
内
容
構
成
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
 
 

か
を
検
討
す
る
。
 
 

2
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
課
程
 
 

（
1
）
 
変
遷
 
 
 

韓
国
は
ー
謡
ひ
年
第
1
次
教
育
課
程
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
6
回
 
 

の
改
定
が
行
わ
れ
、
現
在
第
7
次
教
育
課
程
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 
 

本
格
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
が
 
 

拡
大
し
た
の
は
、
第
5
次
教
育
課
樫
（
－
黒
岩
年
か
ら
適
用
）
 
で
 
 

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
初
等
学
校
4
4
～
6
年
の
 
「
実
科
」
と
中
学
 
 

校
の
「
技
術
」
、
「
家
庭
」
科
目
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
 
 

単
元
が
含
ま
れ
、
ま
た
一
般
系
高
校
で
は
選
択
科
目
と
し
て
「
情
 
 

報
産
業
」
が
導
入
さ
れ
た
。
中
学
校
の
男
子
生
徒
の
必
修
科
目
の
 
 

「
技
術
」
で
は
1
0
2
時
間
中
2
1
時
間
が
含
ま
れ
る
一
方
、
女
子
生
徒
 
 

の
必
修
科
目
の
「
家
庭
」
に
は
1
0
時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
、
当
時
 
 

教
育
課
程
編
成
に
男
女
の
差
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
般
糸
底
校
の
 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
課
程
は
、
男
子
生
徒
の
必
修
科
目
の
 
「
技
術
」
 
に
 
 

8
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
内
容
が
1
2
時
間
中
1
9
時
間
で
あ
る
“
方
、
女
 
 

子
生
徒
の
選
択
科
臼
の
 
「
家
庭
」
に
は
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
関
連
内
 
 

容
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
男
女
の
教
育
機
会
の
不
平
等
 
 

の
問
題
が
あ
っ
た
。
 
 
 

第
6
次
教
育
課
程
 
（
－
憲
∽
年
か
ら
適
用
）
 
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
 
 

タ
教
科
が
独
立
し
た
選
択
料
日
と
し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
と
、
コ
 
 

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
活
用
能
 
 

力
の
向
上
を
目
標
と
す
る
こ
と
の
二
つ
の
特
徴
を
も
つ
。
ま
た
、
 
 

初
等
学
校
3
～
6
学
年
ま
で
過
2
時
間
の
 
「
学
校
裁
量
時
間
」
5
 
 

を
利
用
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
教
え
ら
れ
、
中
学
校
で
は
、
週
2
 
 

時
間
の
学
校
数
盈
時
間
を
活
用
し
て
、
「
湊
文
」
、
「
環
境
」
、
「
コ
 
 

ン
ピ
ュ
ー
タ
」
 
の
中
の
一
つ
の
教
科
が
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
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図1 ビジョン、方向及び重点課題（2006）3  
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た
。
ま
た
、
高
校
で
は
、
「
情
報
産
業
」
科
目
を
市
・
道
教
育
庁
 
 

が
自
律
的
に
選
択
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

（
2
）
 
硯
教
育
課
程
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
 
 
 

硯
教
育
課
程
6
の
第
7
次
教
育
課
程
は
、
－
双
苛
年
1
2
月
3
0
日
改
 
 

定
・
告
示
さ
れ
、
初
等
学
校
は
N
0
0
0
年
か
ら
、
中
学
校
は
N
0
0
－
 
 

年
か
ら
、
そ
し
て
高
等
学
校
は
N
0
0
N
年
か
ら
各
学
校
段
階
に
適
 
 

用
さ
れ
た
。
第
7
次
教
育
課
程
は
、
「
2
1
世
紀
の
世
界
化
・
情
報
 
 

化
時
代
を
主
導
す
る
自
律
的
及
び
創
意
的
な
韓
国
人
育
成
」
 
の
た
 
 

め
の
、
基
礎
・
基
本
教
育
の
充
実
、
自
己
主
導
的
な
学
習
能
力
の
 
 

伸
長
、
そ
し
て
学
習
者
能
力
に
適
し
た
学
習
者
中
心
教
育
の
実
践
 
 

を
基
本
方
向
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
「
国
 
 

民
共
通
基
本
教
育
課
程
」
 
の
新
設
と
い
え
る
。
「
国
民
共
通
基
本
 
 

教
育
課
程
」
は
、
第
1
学
年
か
ら
第
1
0
学
年
ま
で
の
1
0
年
間
に
該
 
 

当
し
、
こ
の
期
間
に
は
「
共
通
基
本
教
科
」
 
（
1
0
の
教
科
7
‥
国
語
、
 
 

道
徳
、
社
会
、
数
学
、
科
学
、
実
科
（
中
学
校
以
上
は
技
術
・
家
庭
）
、
 
 

体
育
、
音
楽
、
美
術
、
外
国
語
（
英
）
）
、
「
裁
量
活
動
」
㌘
そ
し
 
 

て
「
特
別
活
動
」
か
ら
編
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
国
民
共
通
基
 
 

本
教
育
課
程
」
 
で
は
、
「
基
本
共
通
課
程
」
 
の
学
習
後
、
学
習
者
 
 

の
能
力
と
希
望
に
よ
り
、
「
深
化
課
程
」
 
や
「
補
充
課
程
」
を
学
 
 

習
す
る
。
ま
た
、
1
1
、
1
2
学
年
で
は
、
生
徒
の
希
望
に
よ
り
「
¶
J
 
 

般
選
択
」
と
「
深
化
選
択
」
が
可
能
で
あ
る
。
 
 

ア
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
と
関
連
し
た
変
化
 
 
 

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
必
修
化
 
 
 

第
7
次
教
育
課
程
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
と
関
連
し
た
 
 

一
番
大
き
な
変
化
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
必
修
化
で
あ
る
。
 
 

1
学
年
か
ら
1
0
学
年
ま
で
の
 
「
裁
量
活
動
」
 
の
2
時
間
中
の
1
時
 
 

間
を
配
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
系
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
 
 

が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
各
学
校
段
階
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
 
 

タ
教
育
と
関
連
し
た
教
科
と
し
て
、
初
等
学
校
で
は
「
裁
量
活
動
」
 
 

と
5
、
6
学
年
の
「
実
科
」
 
の
2
つ
の
単
元
、
中
学
校
で
は
「
技
 
 

術
・
家
庭
」
 
の
一
部
の
単
元
と
「
裁
量
活
動
」
 
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
 
 

タ
」
教
科
、
そ
し
て
、
高
等
学
校
で
は
一
般
選
択
の
「
情
報
社
会
 
 

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と
「
深
化
選
択
」
 
の
 
「
離
散
数
学
」
等
が
該
 
 

当
す
る
。
表
1
は
、
学
校
段
階
別
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
連
用
方
法
 
 

の
詳
細
で
あ
る
。
 
 

④
用
語
の
変
化
 
 
 

第
7
次
教
育
課
穫
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
と
関
連
し
 
 

た
も
う
1
つ
変
化
は
、
政
府
が
発
表
す
る
文
献
に
お
い
て
、
「
コ
 
 

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
」
か
ら
「
情
報
通
信
技
術
教
育
」
 
（
i
ロ
訂
r
ヨ
a
・
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表1学校段階別のコンピュータ教育運営方法  

学校段階   教  科   内  容   区分   

初等学校  「実科」   5、6学年、各12／68時間   必修  

「裁量活動」   1～6学年、各30～34／60  

～68時間   

「特別活動」、放課後活動   1～6学年、各30～68時間  

の問で自律運営   

中 学 校  「技術・家庭」   1学年15／棉時間、2学年  

20／102時間   

「コンピュータ」（「裁量活動」  1～3学年、各136時間中、学校  選択  

の教科裁量活動として選択）  の裁量で4科目中選択運営  

（「漢文」、「コンピュータ」、  

「環境」、その他）  

放課後活動   自律運営   選択   

高等学校  「技術・家庭」（10学年）   一部単元を含む   必修  

「情報社会とコンピュータ」  選択   

（「裁量活動」の教科裁量活  

動としての選択）   

t
i
O
n
a
n
d
C
O
m
m
u
n
i
c
a
t
i
O
n
T
e
c
b
n
0
1
0
喝
E
d
u
c
a
許
ロ
‥
以
下
、
 
 

：
C
T
教
育
）
 
へ
と
用
語
の
変
更
で
あ
る
。
ま
た
、
第
7
次
教
育
 
 

課
程
で
は
、
「
i
C
T
教
育
」
を
情
報
通
信
技
術
に
関
す
る
「
素
養
 
 

教
育
」
（
I
C
T
素
養
教
育
）
と
「
活
用
教
育
」
（
H
C
↓
活
用
教
育
）
 
 

に
分
け
、
両
者
間
の
連
携
を
通
し
て
効
果
的
に
教
育
目
標
を
達
成
 
 

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
こ
で
、
コ
C
T
素
養
教
育
」
と
は
、
「
裁
量
活
動
」
や
「
特
 
 

別
活
動
」
 
の
時
間
に
お
い
て
、
I
C
T
の
使
用
方
法
を
は
じ
め
、
 
 

情
報
の
生
成
、
処
理
、
分
析
、
検
索
等
の
基
本
的
な
情
報
通
倍
技
 
 

術
の
内
容
に
関
す
る
教
育
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
「
H
C
T
活
用
教
 
 

育
」
と
は
、
「
i
C
T
素
養
教
育
」
に
基
づ
い
て
、
各
教
科
に
お
い
 
 

て
H
C
T
を
活
用
し
て
教
科
の
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
日
 
 

常
生
活
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
情
報
通
倍
の
技
術
を
積
極
的
に
 
 

活
用
す
る
教
育
形
態
を
意
味
す
る
。
 
 

イ
．
I
C
T
教
育
課
程
 
 
 

教
育
科
学
技
術
部
で
は
、
「
国
民
共
通
基
本
教
育
課
程
」
に
お
 
 

け
る
H
C
T
に
関
す
る
素
養
教
育
と
各
教
科
別
教
授
・
学
習
過
程
 
 

に
お
け
る
活
用
の
た
め
の
学
校
数
育
課
程
編
成
・
運
営
資
料
と
し
 
 

て
、
「
初
・
中
等
学
校
情
報
通
倍
技
術
教
育
運
営
指
針
」
（
N
0
0
0
 
 

‥
以
下
、
道
営
指
針
）
を
作
成
し
、
市
・
道
教
育
庁
に
配
布
し
た
。
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し
か
し
、
こ
の
運
営
指
針
は
従
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
が
コ
ン
 
 

ピ
ュ
ー
タ
機
能
の
習
得
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
N
8
研
年
1
2
 
 

月
に
改
定
を
行
い
、
「
創
意
的
な
間
接
解
決
能
力
」
の
習
得
を
目
 
 

指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
改
定
方
向
は
、
以
下
の
よ
 
 

、
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
 
 

ま
た
、
こ
の
改
定
方
向
を
ふ
ま
え
て
、
コ
n
T
教
育
課
程
」
 
の
 
 

2
つ
の
軸
と
さ
れ
る
「
i
C
T
素
養
教
育
」
と
「
I
C
T
活
用
教
育
」
 
 

の
政
策
も
以
下
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
た
。
 
 

①
情
報
通
借
上
の
倫
理
教
育
を
強
化
す
る
。
 
 

②
創
意
力
、
問
題
解
決
力
、
論
理
的
思
考
力
の
高
い
思
考
力
 
 
 

を
習
得
す
る
。
 
 

③
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
単
純
な
操
作
方
法
の
習
得
で
は
な
く
、
 
 
 

I
C
T
の
原
理
・
概
念
の
理
解
を
強
化
す
る
。
 
 

④
学
校
段
階
別
と
科
目
別
の
体
系
的
な
教
育
を
行
う
よ
う
 
 
 

に
、
教
育
内
容
を
構
成
す
る
。
 
 

⑤
I
C
T
素
養
教
育
と
i
C
T
活
用
教
育
が
連
携
性
を
も
つ
よ
 
 
 

う
に
、
教
科
別
に
多
様
で
実
用
的
な
例
を
提
示
す
る
。
 
 

①
I
C
T
寮
益
教
育
 
 
 

現
教
育
課
程
で
は
、
「
国
民
共
通
避
本
教
育
課
程
」
の
1
学
年
 
 

か
ら
1
0
学
年
ま
で
の
コ
C
T
来
客
数
育
」
 
の
段
階
別
の
内
容
体
 
 

系
を
、
衷
2
の
よ
う
に
捷
示
し
た
。
 
 
 

「
i
C
T
義
務
教
育
」
段
階
別
の
内
容
体
系
は
、
5
段
階
と
5
つ
 
 

の
内
容
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
段
階
別
内
容
の
適
用
は
、
 
 

第
1
段
階
は
初
等
学
校
1
、
2
年
、
第
2
段
階
ほ
初
等
学
校
3
、
4
 
 

年
、
第
3
段
階
は
初
等
学
校
5
、
6
年
、
第
4
段
階
は
中
学
校
1
 
 

～
3
年
、
そ
し
て
第
5
段
階
は
高
等
学
校
1
年
に
適
用
さ
れ
る
が
、
 
 

学
校
や
生
徒
の
実
情
に
よ
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
 
 

5
つ
の
内
容
領
域
の
指
導
目
標
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

「
①
情
報
社
会
の
生
活
」
領
域
は
、
情
報
の
正
し
い
利
用
方
法
 
 

と
情
報
保
護
及
び
表
現
方
法
の
学
習
を
通
し
て
、
日
常
生
活
に
お
 
 

け
る
情
報
通
信
倫
理
を
実
践
し
、
情
報
社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
 
 

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 
 

「
⑧
情
報
機
器
の
理
解
」
領
域
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
初
め
 
 

と
し
た
様
々
な
情
報
磯
路
の
動
作
原
理
と
作
動
方
法
、
サ
イ
バ
ー
 
 

空
間
の
環
境
構
成
を
理
解
し
、
日
常
生
活
と
学
枚
教
育
活
動
の
基
 
 

礎
能
力
を
育
て
る
。
 
 
 

「
③
情
報
処
理
の
理
解
」
領
域
で
は
、
多
様
な
情
報
の
種
類
を
 
 

認
識
し
て
効
率
的
な
問
題
解
決
方
法
を
探
し
だ
す
能
力
を
育
て
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表2 段階別内容体系表9  

第1段階   第2段階   第3段階   第4段階   第5段階   

・情報社会と生  ・サイバー空間  ・協力するサイ  ・サイバー機関  ・正しいネテイ  

括の変化   の理解   バー空間   と団体   ズン意識  

・コンピュータ  ・ネットエチ  ・サイバー暴力  ・サイバー空間  ・情報保護法律  

で出会う隣人  ケットと対人  と被害予防   の倫理と必要  の理解   

情  ・サイバー空間  倫理   ・個人情報の理  性   ・ネットワーク   

報   
社  

・暗号化と情報  上の情報保護  

閲   
トとゲーム中  ・コンピュータ  保護技術   ・情報社会と職   

の  蕃の予防   暗号化と保安  ・知的財産権の  業選択   

生  ・情報保護と暗  プログラム   理解と保護   

活  号   ・著作権の保護  ・情報産業の発  

・ウイルス、ス  展と未来   

パムからの保  

．キ   業  

・コンピュータ  ・OSの使用法  ・コンピュータ  ・OSの理解  ・OSの動作原  
構成要素の理  ・コンピュータ  動作の理解  ・ネットワーク  理  

② 情  管理ソフト  ・コンピュータ  の構成要素と  ・サパーとネッ  

報                        解           ・コンピュータ  ウェアの理解  使用現場の設  原理   トワーク構造   

横  操作   ・ユティリテイ  定   ・コンピュータ   

器  プログラムの  ・ネットワーク  内鄭構造の埋   
の  

理  
活用   の理解   解  

解  
・周辺装置の括  ・情報機器の理  ・自らのコン  

周   解と活用   ピュータの梯  

成   

③  ・多様な情報の  ・数字と文字情  ・マルチメデイ  ・アルゴリズム  ・データベース   

情  世界   ア情報の表現  の理解と表現  の理解と活用   

処 理  構造   報の表現        報  
の   ・プロダラミン  ・人・出力プロ  理解   

理  グの理解と基  

解  礎   ウェア制作   

◎  ・生活と情報交  ・サイバー空間  ・サイバー空間  ・情報共有及び  ・マルチメデイ  情  流  での情報検索  生成、管理及  協力  ア資料の加工   
報   び交流   ・情報交流環境  ・ウェブサイト  

加 工  ・文番編集と絵  ・数億資料の処  の設定   運営及び管理  

と  の作成   埋  ・マルチメデイ  

共  ・発表用文書の  

有   作成  

⑤  ・情報社会に閑  ・問題解決のた  ・費任ある協力  ・多様なマルチ  ・サイバー空間   

禁  する正しい認  めの情報収  活動を通した  メディア情報  における正し   
晶  集、生成及び  

保護   
を活用した情  

動   報交流   
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る
。
ま
た
、
情
報
通
倍
技
術
が
適
用
可
能
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
思
 
 

考
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
能
力
を
高
め
る
。
 
 
 

「
④
情
報
加
工
と
共
有
」
領
域
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
晴
用
方
 
 

法
と
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
交
流
方
法
を
理
解
 
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
空
間
を
直
接
に
作
っ
て
管
理
す
 
 

る
方
法
を
学
び
、
表
現
さ
れ
る
資
料
の
政
策
や
そ
の
限
界
を
理
解
 
 

す
る
。
 
 
 

「
①
総
合
活
用
」
領
域
で
は
、
日
常
生
活
や
教
科
活
動
に
お
け
 
 

る
情
報
通
倍
技
術
の
原
理
の
理
解
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
、
ま
 
 

た
、
情
報
社
会
へ
参
加
で
き
る
課
題
や
チ
ー
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
 

を
通
し
て
想
像
力
、
問
題
解
決
力
、
論
理
的
思
考
力
の
よ
う
な
高
 
 

次
の
思
考
力
を
育
て
る
。
 
 

③
H
C
T
活
用
教
育
 
 
 

I
C
T
活
用
教
育
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
技
術
的
な
操
作
だ
け
 
 

に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
定
教
科
を
通
し
て
情
報
素
養
を
育
成
す
る
よ
 
 

り
も
、
日
常
生
活
の
問
題
解
決
に
お
い
て
i
n
T
を
効
果
的
に
活
 
 

用
す
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
教
科
で
自
然
に
生
徒
の
情
報
素
餐
を
 
 

育
成
す
る
こ
と
に
本
来
の
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
運
営
指
針
」
 
 

（
N
0
0
巴
 
で
は
、
教
科
数
育
に
お
け
る
e
↑
e
a
r
n
i
n
g
の
有
機
的
な
 
 

連
携
性
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
校
段
階
別
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 
 

3
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
の
分
析
 
 

現
教
育
課
稲
の
学
校
教
育
に
お
い
て
i
C
T
に
関
す
る
素
養
教
 
 

育
と
活
用
教
育
の
編
成
・
迎
常
に
つ
い
て
大
き
な
基
準
と
な
る
の
 
 

は
、
「
運
営
指
針
」
 
で
あ
る
。
そ
し
て
、
表
2
の
 
「
段
階
別
の
内
 
 

容
体
系
表
」
は
、
「
国
民
共
通
基
本
教
育
課
樫
」
 
の
1
学
年
か
ら
 
 

1
0
学
年
ま
で
の
コ
C
T
寮
産
教
育
」
 
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
韓
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
I
C
T
教
育
 
 

の
現
状
を
捉
え
る
た
め
に
、
表
2
の
「
段
階
別
内
容
体
系
表
」
で
 
 

示
さ
れ
る
コ
C
T
素
餐
教
育
」
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
材
に
ど
 
 

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
捉
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
 
 

め
に
、
「
段
階
別
内
容
体
系
」
 
の
5
つ
の
内
容
領
域
に
照
ら
し
、
 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
材
の
内
容
構
成
を
調
べ
る
。
 
 

教
育
課
稗
の
体
系
化
が
主
な
推
進
方
向
と
し
て
掟
示
さ
れ
た
む
ま
 
 

た
、
「
国
民
共
通
農
本
教
育
課
程
」
 
の
鹿
本
教
科
を
は
じ
め
、
す
 
 

べ
て
の
教
科
の
授
業
と
図
沓
に
お
い
て
1
0
％
以
上
の
I
C
T
活
用
 
 

を
目
標
と
し
、
各
教
科
別
の
ー
C
T
活
用
内
容
を
開
発
し
、
教
科
 
 

潜
を
作
成
す
る
際
に
反
映
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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（
1
）
分
析
対
象
と
方
法
 
 
 

韓
国
の
教
科
書
は
大
き
く
3
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
教
育
科
学
 
 

技
術
部
が
著
作
権
を
も
つ
 
「
国
定
図
書
」
、
教
育
科
学
技
術
部
長
 
 

官
の
検
討
を
受
け
た
「
検
定
図
書
」
、
そ
し
て
国
定
図
番
と
検
定
 
 

図
書
が
な
い
か
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
雉
な
場
合
に
、
教
 
 

育
人
的
資
源
部
長
官
の
認
定
を
受
け
る
「
認
定
図
書
」
 
で
あ
る
。
 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
は
「
認
定
図
書
」
と
な
っ
て
お
り
、
教
科
 
 

書
の
採
択
は
1
6
の
市
・
道
教
育
庁
に
任
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
初
等
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
 
 

タ
教
科
書
1
0
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
分
析
方
法
は
、
①
 
 

教
科
書
の
各
単
元
に
示
さ
れ
る
学
習
目
標
を
抽
出
す
る
、
②
抽
出
 
 

さ
れ
た
各
学
習
目
標
が
「
表
2
段
階
別
内
容
体
系
表
」
 
の
5
つ
の
 
 

領
域
の
う
ち
、
ど
の
領
域
に
該
当
す
る
の
か
を
検
討
す
る
、
と
い
 
 

う
2
つ
の
手
順
で
行
う
。
 
 

（
2
）
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
の
内
容
構
成
 
 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
の
内
容
構
成
を
み
る
た
め
に
、
「
学
習
 
 

目
標
」
を
抽
出
し
、
各
学
習
目
標
に
つ
い
て
「
表
2
段
階
別
内
容
 
 

体
系
表
」
 
の
該
当
す
る
領
域
の
番
号
を
記
入
し
た
。
4
8
ペ
ー
ジ
か
 
 

ら
5
7
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
示
し
た
。
 
 

（
3
）
 
分
析
結
果
の
考
察
 
 
 

上
述
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
5
つ
の
内
容
領
域
が
扱
わ
れ
る
 
 

単
元
・
中
単
元
の
数
を
ま
と
め
た
の
が
、
表
3
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
表
4
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
各
学
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 
 

教
科
番
に
お
け
る
5
つ
の
内
容
領
域
の
割
合
を
示
し
た
の
が
、
囲
 
 

2
で
あ
る
。
 
 
 

図
2
の
結
果
に
基
づ
く
と
、
次
の
4
つ
の
こ
と
が
ら
を
指
摘
す
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
1
に
、
第
5
段
階
の
高
等
学
校
（
1
0
学
 
 

年
）
 
以
外
は
、
「
②
情
報
機
器
の
理
解
」
領
域
が
一
番
大
き
な
割
 
 

合
を
占
め
て
い
る
一
方
、
「
⑤
総
合
活
動
」
領
域
が
ほ
と
ん
ど
扱
 
 

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 
 

教
育
は
未
だ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
方
法
の
内
容
が
中
心
と
さ
 
 

れ
、
「
運
営
指
針
」
 
の
改
定
 
（
N
0
0
盟
 
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
 
 

ず
、
未
だ
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
。
第
2
に
、
「
①
情
報
社
会
の
生
活
」
領
域
が
1
学
年
か
ら
多
 
 

く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
改
定
「
運
営
指
 
 

針
」
 
の
基
本
方
向
の
一
つ
で
あ
る
情
報
通
借
上
の
倫
理
教
育
が
コ
 
 

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 
 

第
3
に
、
高
等
学
校
（
1
0
学
年
）
 
の
学
習
内
容
は
、
「
③
情
報
処
 
 

理
の
理
解
」
領
域
 
（
4
5
％
）
 
の
割
合
が
一
番
大
き
く
、
初
等
学
校
・
 
 

中
学
校
で
一
番
高
か
っ
た
「
②
情
報
機
許
の
理
解
」
領
域
の
割
合
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【小学校】  

〈1学年〉  

単元   学 習 目 棟   領域   

ロ  ・生活で使われる情報機器の名前を言うことができる   ①   

2  ・情報株券の発達によって便利になった様子について話すことができる   Q   

3  ・コンピュータが使われる生活場面とコンピュータでできることを鼓すことができ  ①  

る／jンピュータの有害について爵すことができる   

4  tコンピュータの構成装置について区別して話すことができる／コンピュータの構  ⑧  

成装置の仕事についで話すことができる   

5  ・列を並んで静かにコンピュータ室へ移動できる／コンピュータ室で席を探して座  ①  

ることができる   

6  ・コンピュータ隻に行く時に守る事項が言える／コンピュータ室で守る約束ができ  ①  

る   

7  ・コンピュータの電源が正しくつけられる／モニター画面構成について甫える   ⑧   

8  ・マウスを上Eしくつかみ、マウスポインターに移動できる／「デスクトノブ」のア  ⑧  

イコンをクリック、ダブルクリック、ドラッグができる   

9  ・アイコンをダブルクリックすることができる／／開いたウインドウズを閉じたり、  摩〕  

ウインドウズの大きさと場所を移動することができる   

10  ・コンピュータを催用する正しい姿勢について話すことができる／コンピュータを  

位相する際、視力を守る方法について薪すことができる   

円  ・CD・ROMを正しく使ってCD－ROMドライブに出し人れができる／浮華CDを友通  ＠  
と交換して聴くことができる   

12  ・情報社会と関連した○、×クイズゲームで正しく答えられる／／1学期で学習した  
主賓内容について一正しく請える   

13  ・情報の種類が区別でき、その特徴が蔚せる／・情報が扱われる場面において情報  尊）  

がどのように利用されるのか説明できる   

14  ・教育用ソフトウェアを使用して教科の勉強が楽しくできる   潮   

15  ・インターネットと楽しい出会いが経験できる．／お盆の由来と意味、お盆でやるこ  ㊥  
とが話せる   

16  ・歯磨き方法を赦潜用ソフトウェアで学べる   （め   

17  ・交通安全のために追で気をつける点が露える   働   

18  ・並べられる模様を見て規則がみつけられる   ③   

19  ・主要な文字フォントの名称と模様について話せる／先生が霹う文字をキーボード  ②  

から速く見つけられる   

20  ・正Lい姿勢でキーボードを打てる   ⑧   

21  ・指を正しく使用してと段の文乍版が人力できる   ②   

22  ・指を正しく使用してF●段の文字版が人力できる   ＠   

23  ・親指を使用Lて ●人．杏，Tlノ と ■止．－l－一．I‾’が人力できる   ⑥   

24  ・指を正しく使用し、先生がいう文革を正しく人力できる   励   
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〈3学年〉  

単元   学 習 目 標   領域   

1  ・サイバー空間が何か説明できる／サイバー空間でできることを探し、分頸できる  

2  ・WindowsXPの画面構成が理解できる／画面構成要素を理解し、これを利用できる  擾）   

3  イスダート」ボタンの働きを理解し、活用できる／プログラムメニューの構造が説  ⑧  

明できる   

4  ・ブラウザーが何かが鋭明できる／ブラウザーの種類を理解し、使用できる   ⑧   

5  ・インターネットポータルサイトに会員加入ができる／インターネット電子掲示板  （釦  
で文曹が番ける／インターネット電子掲示板の文啓を修正・削除できる   

6  ・サイバー空間でのマナーについて説明できる／クラスのネティケット倫理規則を  ①  

作成し、電子掲示板に審き込みができる   

7  ・ファイルとフォルダーの概念が説明できる／ファイルを探す経路が描ける／自分  ⑧  
のフォルダーを作り、ファイル管理ができる   

8  ・ウイルスが侵入されたコンピュータを区別できる／コンピュータがウイルスに偉  壇）  

人される原因を理解し、予防できる   

9  ・ワードを実行して終了できる／ワードで手紙が作成できる／作成Lた手紙を自分  ⑧  
のフォルダーで保存し、再度開いて修正することができる。   

10  ，文字フォントが色々変えられる／文替の段式がきれいに整えられる   ⑧   

・コンピュータ利用者のアカウントを作っで利用することができる   （劉   

12  ・検索サイトにアクセスして旅行情報が得られる／旅行先に関する情報を整理する  宜）  

ことができる   

13  ・さまざまな場面の挨拶青葉が覚えられる／掲示板の文沓について、無札な部分が  勤  
探し出せる   

14  ・EBSホームページに会員加入ができる／VODサービスを利用して教育放送が視  ㈲  
聴できる／視聴した内容を整理することができる   

15  ・ソフトウェアの意味について説明できる／システムソフトウェアの意味と種類に  （郭  

ついて説明できる／応用ソフトウェアの意味と種類について説明できる   

16  ・ファイル圧縮についで鋭明できる／圧縮プログラムが設置できる／いくつかのプア  佳）  

イルを一つのファイルに圧縮できる   

17  イ編集」の設定の変更ができる／画面拡大を利用して文昏を便利に編集することが  
できる   

18  ・ゲーム中寺について理解できる／ゲーム中萄の解決方法について説明できる   ①   

19  ・フローチャートについて説明できる／フローチャートの記号の役割について鋭明できる  ③   

20  イペイント」を使うことができる／「開く」の「メニュー」機能が使える   蔓）   

21  ・ペイント特性を変更して画面の大きさが調節できる／色々なツールを使って友達  ㊥  
の顔が描ける   

22  ・子ども用の新開ホームページを検索することができる／子ども用の新聞サイトを  ④  
「お気に入り」に追加できる   

23  ・時間表をつくることができる／セルの淵／背景の属性が変えられる／セルを削除  環）  
して横と縦のサイズが修正できる   

24  ・表をつくって伝統遊びについて整理できる／伝統遊びについて検索して整理できる  ②   
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〈4学年〉  

単元   学 習 目 標   衝域   

ロ  ・情報の重要性について言える／価値ある情報を区別して選択することができる  ①   

2  ・日常生活で自分を証明する方法について言える／サイバー世界で自分を証明する  ①  

方法について言える   

3  ・コンピュータ利用者のアカウントを登録する良い点について理解できる／コン  ①  
ピュータ利用者アカウントによって、異なる利用権限が設定できる   

4  t圧縮プログラムの環境が設定できる／圧縮ファイルにファイルを追加し、ファイ  ⑧  
ル説明が追加できる   

5  りヽ－ドディスクの最適化ができる／不要なファイルとプログラムを削除してハー  ⑧  

ドディスクを整理することができる   

6  tcDコピープログラムを利用してCDのコピーができる／USBメモリが使える  ②   

7  ・「お気に入り」へよくアクセスするサイトを追加することができる／「お気に入り」  ②  

にフォルダーを作成し、サイトを分類することができる   

8  ・自分のコンピュータに必要なプログラムが設置できる／不要なプログラムが削除  ⑧  

できる   

9  ・希望の衷が作られる／表の列や行を削除・挿入することができる   ⑨   

10  ・電子アドレスを登録することができる／新しいアドレスが作られる   ④   

・WindowsXPが提供するゲームで遮べる／ゲームの規則と方法がわかる   ④   

12  ・文番内容にあう文沓形態が使用できる／絵を文審の背教に挿人することができる  （卦   

13  ・ゲーム中海の概念について苫える／ゲーム中奄の症状について発表できる   

14  ・イメージビューアプログラムの機能が活用できる／イメージファイルが管理でき  ④  

る   

15  ・パワーポイントプログラムの基本操作ができる／パワーポイントを活用してレポー  ⑨  

トを発表することができる   

16  ・悪性コードの意味を知り、予防や撃退ができる／アドウェアの意味を知り、予防  秒  

や撃退ができる   

17  ・WindowsMediaPlayer10をダウンロードして設贋できる   ⑧   

18  ・WindowsXPでよく使われる機能について理解できる   ②   

19  ・デジカメでとった映像が編集できる   ⑧   

20  ・衷を償ってグラフが作られる／グラフの形態が編集できる   ⑧   

21  ・フローチャートの形式で情報の処理段階が覿明できる／フローチャートの紀骨を  ③  

活用して情報処理の役割が鋭明できる   

22  ・応用プログラムの性質に適した作業ができる／パワーポイントを利用してプレゼ  ⑧  

ンができる   

23  ・スライドに画面変換効果の機能が使える／アニメーション効果の機能が使える  ⑧   

24  ・プログの意味と機能について理解できる／プログの構成が設計できる／・自分の  ⑤  

プログが作成できる   
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〈5学年〉  

単元   学 習 目 標   領域   

・情報通膚倫理について理解できる   ①   

2  ・コンピュータの作動順序がわかる／コンピュータの構成装置についてわかる   ②   

3  イアタセサリー」の「エクスプローラ」機能を利用してファイルが管理できる／「ア  ⑧  

クセサリー」の「エクスプローラ」上の登録情報が変更できる   

4  ・ネットワークの意味がわかる／有線・無線通億について話せる／インターネット  （参  

を利用して学習活動ができる   

5  ・プログラムについて言える／プログラミング言語の種類について音える   

6  ・インターネットのマナーを知り、実践することができる／正しい情報を選択して  （D  
利用することができる   

7  ・Excelのスプレッドシートの操作方法がわかる／Excelのスプレッドシートの画面  ④  
構成がわかる   

8  ・Excelのデータ入力ができる／セルの大きさが変えられる／セルのオプション機能が使える  ②   

9  ・Excelのファイルが開ける／データをグラフに変換できる／データの整列ができる  

10  ・Excelのデータ人力ができる／フォント機能が使える／文字の属性が変更できる／  ⑧  

特殊文字が人力できる   

田  ・ワードアート機能が使える／クリップアートを文番が挿入できる／写鼻を文沓に挿入できる  ②   

12  ・一週間の気温と天気が測定できる／天気と関連するクリップアートが使える／天  亘）  

気の変化をグラフで現せる  

13  ・インターネットで自分がやることについて蔚せる／個人情報を保護する方法を理  （D  

解して実践できる   

14  ・マルチメディアについて話せる／アルバム作成の順序について静せる／プログラ  ③  
ムを実行することができる   

15  ・写真を季節別に準備して分類できる／季節と関連する詩が沓ける／アルバム作成  吋  
プログラムを実行することができる／簡単なアルバムが作成できる   

16  ・動画ファイルが開ける／プロジェクトファイルが開ける／季節ごとの辞を人力す  ⑧  
ることができる   

17  ・プロジェクトファイルが開ける／音楽ファイルが挿入できる／ビデオ効果が挿入できる  ②   

18  ・小集団落剥ができる／自分の仕事ができる／作品作りができる／発表ができる  ⑤   

19  ・パワーポイントの操作方法がわかる／パワーポイントの画面構成がわかる／新し  ⑧  
いスライドの挿入方法がわかる   

20  ・タイトルスライドが作られる／入力した文字列が編集できる／作成したプレゼン  壇）  

文番を保存できる   

21  ・ワードアートが倣える／スライドに絵ヤクリップアートが挿入できる／スライド  ⑧  
のデザインを指定することができる   

22  ・図形を挿入できる／図形に文字が入れられる／図形が3Dで作られる／図形でグ  ⑧  
ラデーションを挿入できる   

23  ・ハイパーリンクが挿入できる／画面切り替えができる／スライドショーが実行で  （塾  

きる／アニメーションが構成できる   

24  ・図形が措ける／アニメーションが使える／発表ができる   （参   
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〈6学年〉  

単元   学 習 日・棟   領域   

ロ  ・情報社会で新しい職業についてわかる／情報社会が生活に与える影響についてわかる  ①   

2  ・個人情報被害の事例を探し出し、個人情報保護の重要性についてわかる   ①   

3  ・ハードウェアとソフトウェアが区別できる／ハードウェアの種類がわかる／メイ  ①  
ンボード、サウンドカード、ビデオカードの役割がわかる   

4  ・自分のコンピュータの容盈を確認することができる／コンピュータで資料が保存  ①  

される場所がわかる／各種保存場所がコンピュータの速度に及ぼす影響がわかる   

5  ・サイバー家庭学習の教科単元が探せる／’インターネットを適してサイバー家庭学習ができる  ④   

6  ・ハッキングの意味とハッキングの予防法についてわかる／Windowsのアップデー  ①  
ト、セキュリティ、システム復元などができる   

7  ・ネットワークの概念がわかる／パソコンに設置されたネットワーク装置が見つけられる  ⑨   

8  ・コンピュータネットワーク装置がつなげられる／コンピュータネットワーク環境が設定できる  ②   

9  ・ディスクとフォルダーが共有できる／共有の資料が送受信できる   （む   

10  ・コンピュータに利用できるポータブルメモリー装置についてわかる／USBメモリ  ②  
とカメラをコンピュータに揺続して作菜ができる   

田  ・コンピュータの作動原理と2進数との関係がわかる／コンピュータで2進数の発現方法がわかる  ⑧   

12  ・ネットワークプリンターが般定できるノ／ネットワークを通して相手のコンビュー  ⑨  

夕に遠隔でアクセスできる   

13  ・写叔閲髄プログラムをインターネットでダウンロードして設慨することができる／／  ⑧  

写窺ファイルの大きさと名前の変更、写奥の編集、写真アルバムの関取ができる   

14  ・映像編集プログラムを発行して、映像ファイルを開くことができる／映像ファイ  ④  
ルに効果機能が使える   

15  ・プログラムの概念とフローチャートが作成できる／プログラミング音譜を使用し  ③  
てプログラムが作られる   

16  ・ホームページ製作プログラムをインターネットで探し出し、ダウンロードができ  ⑨  
る／ダウンロードしたプログラムが没位できる   

17  ・ホームページの仕組みについてわかる／ホームページ作成の資料が準備できる／  ④  

家族ホームページの澱初の画面が作成できる   

18  ・インターネットでミニホームページが作られる／ミニホームページが樹集できる  ④   

19  ・ホームページの食初の画面に絵と常葉が作成できる／メニューにリンクして使う  ④  

資料が作成できる／作成した許料とメニューにリンクがつけられる   

20  ・ホームページの澱初の画面とリンクづける賛科が作成できる／メニューと資料に  項）  

リンクがつけられる   

21  ・Excelのスプレッドシートプログラムの鞋念と基本使用法がわかる／簡単な問題を  ②  

スプレッドシートで作成できる   

22  ・Excelのスプレッドシートプログラムで成続表が作成できる／与えられた資料を数  蔓）  

式と関数を利用して計算できる   

23  ・与えられた資料を利用して、グラフが作成できる／グラフの修正と編集ができる  径）   

24  ・インターネットを検索して、様々な統計資料を探して自分のスプレッドシートに  ㊥  
移すことができる／スプレッドシートに移した資料が修正できる。   
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【中学枚】  

単元名   中単元   学 習 目 標   領域   

1．人間とコン  コンピュータ  ・コンピュータ機能と人間の技能を比較・理解し、コンビュー  ①   

ビュータ  の発達   タの特性と発達過程について調べてみよう  

情報社会とコ  ・情報処理と社会発達の関係を理解し、情報社会の特赦と  
ンビュータ  コンピュータ倫理について調べてみよう  

散薬の変化  ・産兼の発達による職業の変化とコンピュータと関連した  （二吏二）  

職業にはどのようなものがあり、家庭、学校、社会での  

コンピュータの利用分野について調べてみよう   

2．コンビュー  私 の コ ン  ・ハードウェアとソフトウェアの概念を理解し、ハードウェ  （卦  

タを扱う  ピュータを覗  アの装置とその機能、ソフトウェアの構成について調べ  

いてみる   てみよう  

〔彰  

ダー管理者  フォルダー、コントロールパネルなどWindowsを旗うた  

めの基本的機能について慣れてみよう  

（カ  

ルス！   ピュータウイルスと効率的なファイル管理のためのフア  

イル圧縮方法を勉強してみよう   

3．ワードプロ  ワードプロ  ・ワードプロセッサープログラムをスタートと終了の方法  
セッサーで  セッサーとの  について学ぷ。ワードプロセッサーの画面はどのように   

こんなこと  出会い   構成されており、文沓作成に必紫なメニューと道具の便   

も？  用法を学んでみよう  

掛                    友遥よ、ごめ  ・作成した文番をプリント出力して保存する方法と、すで  

んね   に作成された文番を開いて修正する方法を学んでみよう  

わがグラブに  ・フォントの種類、大きさ、属性はどのように変えられるか。  
来てください  そして段落の鮭列方法が活用できるようにしよう  

気．象異変の理  ・ハングルを漢字で変換する場合、どのようにすればいい  （宮）  

由？   のか。また、段落模様を飾る方法とスタイル指定の方法  

を利用して文番を作成してみよう  

はじめまして  ・文番で絵や写其を入力する方法について調べてみて、挿人  ⑥  

された絵の大きさを変更して絵の位置を移動してみよう  

t．‘幸）       特別活動時間を  ・表作成機能でできることには何があるのか。衣を作って  

増やしちゃう？  術集方法について調べてみよう  

環境美化は掲示  ・ワードプロセッサーで漉供する表計班機能を利用すると、  励  

板飾りによる  簡単な計算は容易にできる。家計紫檀能を学んでみよう  

私の学校の位  ・図形機能を利用するといろんな図形が描ける。図形を摘  乳  
僚ほ！   いて編集する方法について調べてみよう  

質問紙調査を  ・メールマージ機能を利用すると、内容が同じ手紙などを  ⑧  
する   複数の人に容易に送られる。メールマージの内容文とデー  

タフアイルを作成してみよう  

学級新聞をつ  ・いままで学んだワードプロセッサー機能と段組み、ページ  し二郭  

くる   輪郭、フォント、チャート機能を利用して学級新聞を作っ  
てみよう   
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単元名   中単元   学 習 目 標   領域   

も情報は通侶  情報通偏倫理  ・情報社会を生きる中で、知っておくべき情報通侶倫理、ハツ  ①   
ネットで会  とハッキング  キング、不法コピー、個人情報輸出の意味について調べ   

える  てみる  

世界を舞台で  ・インターネット接続に必要なハードウェアとソフトウェ  ④  

情報の狩りに  アにはどのようなものがあり、インターネットで段栽す  
出掛けよう  る方法ついて調べてみよう  

バンプ族簿を  ・インターネットに接続した後、必要な情報を探すのに役  ⑨  

探せ！   立つ検索エンジンの種類を調べて、その使用方法を調べ  

てみよう  

先生こんにち  ・インターネットで電子メールのやり取りできるようにし  ⑧  

は   てみよう  

あなたはHP  ・HPとは何か、どのように作るか、HPを作成する過程に  ⑨  
を持ってい  
る？   

HPで盤を作  ④  

る   

HP画面をこ  しゎ   

のように？   

5．マルチ メ  絵データを堀  ・マルチメディアとは何か、マルチメディア資料を制作す  鄭   

デイアの世  熊   るために利用される装贋には何があるのかについて調べ   

界  てみよう。すでに作られている絵蘭料を編集してみよう  

イメージに文  ・絵プログラムで文字を人力して、人力された文字を移動  （弟  

字を人力する  して、人きさを変更して多様な効果が与えられるように  
しよう  

私の声を聞い  ・首のデータの特性が何か、どんな形式があるのか。コン  
てみる？   ンピューターに自分の声を録音してそれを開いてみよう  

骨塞が耽れる  ・OLE機能とプラグインプログラムを理解して、昏のデー  ⑤  

手紙   タを文洛に挿人してみよう。ワードプロセッサ岬で文沓を  

作成して骨のファイルを挿入してE・mailで送ってみよう  

マルチメデイ  ・著作ツールを理解して、マルチメディア著作ツールの多  ㈱  

ア名刺作り  様な機能を利用して名刺を作ってみよう   

6．プロダラミ  プログラムの  ・プログラムとプログラ・ミング酋訝の概念を理解して、プ  （釦   
ングとの出  理解   ログラミング手拭きとアルゴリズムについて網ペ見よう。   

会い  そしてビジュアルベーシックプログラムについで簡単に  

調べてみよう  

絵の出力  ・labelとテキストボックスについて調べてみて、絵を出力  ㊦  
するプログラムを作成してみよう   

－122－   



【高等学校】  

単元名   中単元   学 習 目 標   領域   

1．現代社会  情報化社会と  ・情報化社会の意味が説明できる／情報化社会の特徴が挙  （D   

と コ ン  は？   げられる／情報化社会に必要な倫理意識について説明で   

ビュータ  きる／情報化社会に必要な職種について説明できる。  

新しいメデイ  ・マルチメディアと相互作用との関係について鋭明できる  

ア   ／マルチメディアが活用される分野について説明できる。  

今日のコン  ・現在利用されるコンピュータの種類について鋭明できる  
ピューク   ／コンピュータの多様な使い方について説明できる。   

2．コンビュー  コンピュータシ  ・ハートウェアとソフトウェアの遠いと特徴についてわか  （卦   

タシステム  ステムの構成  る／ハートウェアの装置が区分できる  

コンピュータ  

の中へ   

私のコンビュー  
タは私の手で   

ソフトウェア  ・システムソフトウェアと応用ソフトウェアの特徴がわか  

の選択   る／システムソフトウェアと応用ソフトウェアの種貌と  

用途がわかる   

3．コンビュー  進法と数の世  ・数の体系について説明できる／各進数の表現方法が説明  蓬）   

タの原理  界   できる／お互い異なる進数に変換できる  

コンピュータ  ・2進数の出し算ができる／補数が説明できる／補数を取っ  肇〕  

は出し算だけ  

をする   

マルチメデイ  ・コンピュータで書類される資料の種類が言える／数倍デー  葎）  

ア資料の表現  夕、文字データ、音声データ、映像データの表現方法が  

わかる  

本当とうそだ  ・Bool関数について説明できる／論理ゲートについて説明  （卦  

けのゲート  できる／各論理ゲートによる論理式、記号などが説明で  
きる  

コンピュータ  ③   

が作る出し算   

4．コンビュー  コンピュータ  ・OSについて鋭明できる／OSを利用して資料を効率的に  ⑨  

タの活用  を運転する  保存・管理できる  

頂）         コンピュータ  ・コンピュータのスクリーン画面を変えられる／コンビュー  

に慣れる   タに保存された資料が安全に保管できる  

コンピュータ  ・コンピュータを利用して音楽が聴ける／コンピュータを  庄）  

を飾る   利用して絵が描ける／ネットワークを活用してデータが  
共有できる  

応用ソフト  tコンピュータで多く利用される応用ソフトウェアの種類  （勤  
ウェアを調べ  と用途について説明できる／各応用ソフトウェアの基本  
てみる   機能について説明できる  

ウイルスのな  ・インターネットについて説明できる／コンピュータウイ  ④前  

いインター  

ネット世界   
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単元名   中単元   学 習 日 棟   領域   

4．コンビュー  情報の海を航  ・インターネット概念が理解できる／インターネットを利  窃）前   

タの活用  海する   用して必要な情胡が検索できる  

生活の中のイ  ・インターネットで必要な情報が収集できる／メールが送  ①  

ンダーネット  られる／プラグインが利用できる  

サイバー空間  ・インターネットを利用する際、マナーを知って実践できる  ①  

での礼儀   ／個人情報の意味とその重要性が言える／インターネッ  

トをiEしく使用すべき理由が説明できる  

ホームページ  ・ホームページ制作段階が理解できる／HTML言語を利用  
を作る   して簡単にHPが作れられる  

自己解介を作  

る   

履歴番を作る  ・表が作成できる／セルが編集できる  

（む  

作る   れる／文番でヘッダーとフツダーが入れられる  

信）  

を送る   作られる  

（釘  

価格調腋浄を  

作る   

（釘  

る   ける  

我が家の家計  ・スプレッドシートの圃面構成について説明できる／〆スプ  喧〕  

簿を作る   レッドシートに数億や文字資料が人力できる／セルで番  

式が指定できる／スプレッドシートで人力されたデータ  

が処理できる  

①                クイズ大会成  ・エクセル関数を利用してデータが処灘できる／チャート  

摘衷を作る  が描ける   

5．プロダラミ  プログラミン  ・プログラムとプログラミングの概念について説明できる  ぼ）  
ング   グ酋経との拍  ／言語翻訳プログラムについて脱明できる／′プロダラミ  

会い   ング手続きについて説明できる／ビジュアルベーシック  

プログラムをはじめて終了する方法がわかる  

③                  ビジュアル  ・ビジュアルベーシックの画面構成について説明できる／  

ベーシックの  ビジュアルベーシックのメニューとツール構成がわかる  

画面構成   ／ビジュアルベーシックのプロジェクト、コードエディ  

ダー、属性がわかる  

計算機プログ  ・計繁横プログラムが発行できる／ビジュアルベーシック  （卦  

ラムを賽子fす  

る  

文字列を出力   

する   力するプログラムを作成する方法について調べてみよう  

（苫〕        命令キーで絵  ・コマンドキーについて説明できる／′絵データを出力する  

の資料を出力  

する   
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単元名   中単元   学 習 目 標   領域   

5．プロダラミ  ファイル名で  ・レープルについて説明できる／テキストボックスについ  （卦   
ング   絵の資料を出  て説明できる／レープルとテキストボックスを利用して、  

力する   絵を出力するプログラムが作成できる  

時間を表現す  ・タイマーコントロールについて説明できる／イメージに  ③  

る   ついて説明できる／絵と時間を出力してプログラムが作  
成できる  

テキストビュ  ・リストボックスについて鋭明できる／リストボックスを  ③  

アーを作る  利用するプログラムが作成できる  

イメージビュ  ・コンポボックスについて説明できる／コンボボックスを  

アーを作る  利用してプログラムが作成できる  

チェックボッ  ・チェックボックスについて鋭明できる／オプションキーに  ③  

クスとオブ  ついて説明できる／チェックボックスとオプションキー  

ションキーを  

理解する   

フォーカスを  ・フォーカスについて説明できる／フォーカスを利用して  ③  

理解する   メッセージボックスを表示するプログラムが作成できる  

コントロール  ・コントロール配列について鋭明できる／コントロール配  ゆ  

配列で画面出  

力する   

マウスで字を  ・ピクチャーボックスについて鋭明できる／マウスイペン  （劉  

衝く   トとドラッグアンドドロップについて鋭明できる  

メニューを作  ・メニュー画面について説明できる／メニューが含まれる  ③  

る   プログラムを作成できる  

マルチフォー  ・マルチフォームについて鋭明できる／マルチフォームを  

ムを作る   利用するプログラムが作成できる  

対話ボックス  ・メッセージボックスについて鋭明できる／対話ボックス  ③  
でメッセージ  について鋭明できる／メッセージボックスと対話ポック  

を出力する  スを利用するプログラムが作成できる  

自動合計を求  ・グリッドについて鋭明できる／グリッドを利用して表を  ③  

める   出力するプログラムが作成できる   

6．コンビュー  

タの利用   
パム   

コンピュータ  ・コンピュータが利用されている多様な分野と利用形態が  ①  

は薬屋の甘草  わかる  

これからコン  ・コンピュータ科学が未来の人間生活に与える影響がわか  国  
ピュータは  る／未来社会に登場するコンピュータについてわかる／  

情報倫理について調べてこれを守る姿勢をもつ   
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表3 学年別に5つの領域が扱われた単元・中単元の数   

第1段階  第2段階  第3段階   第4段階  第5段階  

1学年  3学年  4学年  5学年  6学年  7～9学年  10学年   

①情報社会の生活  7   4   5   3   3   5   7   

③情報機器の理解  田   14   17   16   12   18   9   

③情報処理の理解  3   2   2   22   

④情報加工と共有  3   5   0   2   8   3   2   

（9総合活動   0   0   0   2   9   

図2 学年別5つの領域の割合  
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（
ほ
と
ん
ど
が
5
0
％
以
上
）
が
柑
％
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
⑤
 
 

捻
合
活
動
」
領
域
の
割
合
が
1
8
％
と
「
③
情
報
機
器
の
理
解
」
と
 
 

同
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
高
枕
の
学
習
内
容
は
、
初
等
学
校
（
1
、
 
 

3
～
6
学
年
）
・
中
学
校
（
7
～
9
学
年
）
と
は
そ
の
構
成
が
異
な
っ
 
 

て
お
り
、
高
校
の
学
習
内
容
は
、
情
報
機
器
の
操
作
だ
け
で
は
な
 
 

く
、
日
常
生
活
の
問
題
解
決
や
教
科
活
動
に
お
け
る
通
信
技
術
の
 
 

活
用
を
促
進
す
る
内
容
構
成
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 
 

4
．
終
わ
り
に
 
 

本
箱
で
は
、
韓
国
の
学
校
数
育
に
お
け
る
H
C
T
教
育
の
現
状
 
 

を
捉
え
る
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
課
聴
に
つ
い
て
検
討
す
 
 

る
と
と
も
に
、
教
室
場
面
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
課
程
が
 
 

い
か
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
捉
え
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
 
 

科
書
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
①
「
運
営
指
針
」
が
改
定
 
 

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
は
未
だ
 
 

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
振
作
方
法
の
習
得
が
中
心
と
さ
れ
て
い
る
こ
 
 

と
、
③
低
学
年
か
ら
情
報
通
借
倫
理
教
育
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
 
 

と
、
③
初
等
学
枚
・
中
学
校
の
学
習
内
容
と
高
等
学
校
は
コ
ン
 
 

ピ
ュ
ー
タ
学
習
内
容
の
構
成
が
異
な
り
、
日
常
生
活
の
問
題
解
決
 
 

や
教
科
活
動
と
の
関
連
付
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
 
 

3
点
を
分
析
結
果
と
し
て
指
摘
し
た
。
 
 

本
稿
の
成
果
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
 
 

は
次
の
2
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
1
に
、
本
稿
で
分
析
の
対
象
と
 
 

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
の
ほ
か
に
も
、
他
出
版
社
の
コ
ン
 
 

ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
を
分
析
対
象
に
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
 
 

「
認
定
図
書
」
 
で
あ
り
、
著
者
に
よ
っ
て
内
容
構
成
が
異
な
る
可
 
 

能
性
も
高
い
た
め
で
あ
る
。
第
2
に
、
よ
り
詳
細
な
教
科
書
（
教
 
 

科
書
の
記
述
・
表
現
方
法
な
ど
）
と
実
際
の
授
業
場
面
を
分
析
の
 
 

対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
箱
で
は
主
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
 
 

タ
教
育
の
政
策
的
な
側
面
を
検
討
し
て
お
り
、
実
際
の
教
室
授
業
 
 

に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
現
状
を
捉
え
る
た
め
に
は
限
界
 
 

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
 
 

＊
本
研
究
は
科
研
費
（
若
手
研
究
B
－
N
弓
手
琵
∽
）
 
の
助
成
を
受
 
 
 

け
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

注
 
 

1
 
教
員
を
対
象
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
教
育
資
料
、
教
育
 
 
 

評
価
・
教
育
動
向
、
教
貞
研
修
な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
 
 
 

る
。
 
 

2
 
国
民
の
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
良
質
な
教
育
情
報
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サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
学
習
が
す
る
こ
と
で
き
る
「
教
育
情
報
稔
 
 
 

合
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」
（
E
t
p
‥
＼
＼
w
竜
W
．
e
d
u
n
e
t
ぎ
．
n
e
t
）
 
で
 
 
 

あ
る
。
動
画
や
映
像
な
ど
の
学
習
資
料
と
教
授
資
料
な
ど
が
あ
 
 
 

る
。
 
 

3
 
数
字
は
便
宜
上
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

4
 
日
本
の
小
学
校
に
該
当
す
る
。
 
 

5
 
第
6
次
教
育
課
程
で
は
、
3
～
6
学
年
で
週
－
時
間
を
設
け
 
 
 

ら
れ
、
教
科
及
び
特
別
活
動
の
補
充
・
深
化
の
た
め
で
あ
っ
た
。
 
 

6
 
N
0
0
可
年
に
改
定
・
告
示
さ
れ
た
「
第
7
次
改
定
教
育
課
程
」
 
 
 

は
、
N
菩
¢
年
か
ら
適
用
さ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
第
7
次
教
 
 
 

育
課
程
を
現
教
育
課
程
と
し
た
。
 
 

7
 
1
～
2
学
年
は
5
つ
の
教
科
（
国
語
、
数
学
、
正
し
い
生
活
、
 
 
 

賢
い
生
活
、
楽
し
い
生
活
）
、
3
学
年
は
9
教
科
（
「
国
民
共
通
 
 
 

基
本
教
育
課
程
」
の
う
ち
、
実
科
を
除
く
）
 
で
あ
る
。
 
 

8
 
第
7
次
教
育
課
程
で
は
、
1
学
年
か
ら
6
学
年
ま
で
週
2
時
 
 
 

間
と
し
、
年
間
鵬
時
間
（
1
学
年
6
0
時
間
）
を
配
当
し
て
い
る
。
 
 
 

裁
量
活
動
は
、
「
教
科
裁
量
活
動
」
と
「
創
意
的
裁
量
活
動
」
 
 
 

に
区
別
さ
れ
、
前
者
は
「
国
民
共
通
基
本
教
科
」
の
深
化
・
補
 
 
 

充
学
習
の
た
め
で
あ
り
、
後
者
は
学
校
別
の
特
別
な
教
育
的
必
 
 
 

要
性
、
学
生
の
要
求
な
ど
に
よ
る
汎
教
科
学
習
と
学
習
者
主
導
 
 
 

の
学
習
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
。
（
「
初
等
学
校
情
報
素
養
教
育
 
 
 

の
問
題
点
と
改
善
方
法
」
－
涙
声
p
．
－
亡
 
 

9
 
領
域
欄
の
数
字
は
便
宜
上
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

1
0
 
教
材
は
同
一
の
出
版
社
（
数
学
杜
）
 
の
も
の
を
使
用
し
た
。
 
 
 

初
等
学
校
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
生
活
1
、
3
～
6
」
（
N
0
0
「
 
 
 

2
学
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
）
、
 
 
 

中
学
校
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
（
N
0
0
巴
と
、
一
般
系
高
校
の
コ
 
 
 

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
一
般
」
 
（
N
0
0
望
 
の
7
 
 
 

冊
を
分
析
の
対
象
と
し
た
。
 
 

参
考
・
引
用
文
献
 
 

韓
国
情
報
数
青
学
会
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
材
開
発
分
科
委
員
会
編
著
 
 
 

（
N
0
0
皇
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
教
授
法
と
教
材
研
究
」
生
能
出
版
 
 
 

。
 
 

金
ヨ
ン
イ
ク
（
N
0
0
0
）
「
初
等
学
校
情
報
素
養
教
育
の
問
題
点
と
 
 
 

改
善
方
法
」
実
科
教
育
研
究
、
文
N
）
■
u
・
山
〇
．
 
 

金
ヨ
ン
ベ
・
シ
ン
ス
ジ
ョ
ン
 
（
N
O
宗
）
「
第
べ
次
教
育
課
程
コ
ン
 
 
 

ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
分
析
－
中
学
枚
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
科
書
を
中
 
 
 

心
に
」
、
教
育
発
展
、
N
崇
－
）
疇
∽
≡
・
∽
－
N
．
 
 

†
教
育
人
的
資
源
部
（
N
0
0
巴
「
初
・
中
等
学
校
情
報
通
倍
技
術
 
 
 

教
育
運
営
指
針
」
、
b
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
m
O
e
．
C
〇
一
k
r
．
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．
教
育
人
的
資
源
部
（
N
O
宗
）
 
「
初
・
中
等
学
校
情
報
通
信
技
術
教
 
 
 

育
運
営
指
針
 
解
説
番
（
案
）
」
、
h
【
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
m
O
e
．
g
〇
．
k
r
＼
．
 
 

．
教
育
人
的
資
源
部
（
N
0
0
3
 
「
教
育
情
報
化
百
蕃
」
、
F
t
t
p
‥
＼
＼
 
 
 

w
w
w
．
m
O
e
．
C
〇
．
k
r
．
 
 

ハ
ク
ア
ン
リ
ョ
ル
他
（
N
0
ロ
コ
 
「
初
等
学
校
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
 
 
 

生
活
」
1
学
年
、
3
学
年
～
6
学
年
、
教
学
社
。
 
 

ソ
ク
サ
ン
ギ
他
 
（
N
0
0
巴
 
「
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
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